
The Gilyak Observed by Rinzo Mamiya (1)

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2010-02-16

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 加藤, 九祚

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15021/00004647URL



加藤  間宮林蔵の見たギ リヤ ク族(1)

間 宮 林 蔵 の 見 た ギ リヤ ク 族(1)

加  藤  九  柞*

The Gilyak Observed by Rinzo Mamiya (1)

Kyuzo KATO

   Rinzo Mamiya, a Japanese explorer, reached the Siberian 
continent via Sakhalin island in 1809. He is famous for his re-
discovery of the Tatar strait. He also gained immortal fame for 
his ethnographic survey of the Gilyak living on the lower Amur, 
and of the native population of Sakhalin. He described the 
above-mentioned peoples in Totatsu Kiko  (Travels among the East 
Tatar), and Hokui  Bunkai Yowa (The Story of the Northern Tribes) 
written in 1910. These works were translated into German and 
included in Nippon, Ph. Franz von Siebold's book, written in 1832. 
Mamiya's ethnographic descriptions have contributed to the 

academical world. Leopold von Schrenck, who did research on 
the lower Amur region from 1854 to 1856, and published Die 
Volker des Amur-Landes, consulted Mamiya's work. Later, at the 
beginning of the twentieth century, Shternberg carried out his 
field trip among the Gilyak of the lower Amur region, and con-
tributed much to the study of the Gilyak society and religion. He 
too appreciated Rinzo Mamiya's work. 

   Under the present soviet regime, Chuner Taksami, a Gilyak 
scholar, and Anna Smolyak, a scholar from  Mosco,w, are carrying 
out a systemetic study of the Gilyak people. 

   I have tried to pursue the ethnographic value of Mamiya's 
work and studied it critically referring to work done by later 
scholars. This is a first attempt in Japan. There is no doubt 
that Mamiya's work has immortal classical value in the field of the 
ethnographic study of the lower Amur people and the native 

people of Sakhalin island.

*国 立民族学博物館第1研 究部
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は じ め に

 間宮林蔵[以 下林蔵と称す]は 江戸時代までの日本において,自 分の意志によって

シベリア大陸に渡 り,観 察報告を残 した唯一の人である。

 明治以後,林 蔵の生涯については多くの研究が発表された。洞富雄による伝記の巻

末には40点 にのぼる文献があげられている[洞,1963]。 しか し鳥居龍蔵の論文 「間宮

林蔵と東韓地方」をのぞいては,私 が以下においてとりあげようとする方向のものは

なく,ま た鳥居龍蔵のものにしても,民 族学的ディテールについてまで検討されてい

るわけではない。

 筆者は以下において,林 蔵の調査報告の中でも,彼 以外のいかなる日本人 もな し得

なかった 「スメレンクル夷」(ギ リヤク)に 関する記述について,彼 以後のシュレン

ク,シ ュテルンベルグ,ク レイノヴィチ,ス モ リャク,タ クサ ミらの学者の調査研究

を参照しながら一種の追証を試みたい。

 周知のように,シ ーボル トの不朽の大著 『日本』の第7章 には,林 蔵の 『東縫紀行」

と 『北夷分界余話』1)のドイッ語訳とその註がほどこされている。 林蔵の報告は この

ドイツ語訳によって世界に紹介され,現 在も外国の研究者によって利用されている。

筆者は以下において,林 蔵の著作の民族学的価値を問うと同時に,シ ーボル トの訳文

についても可能な限り検討 してみたいと思う2)。シーボル トの業績は不朽であるが,

少なくとも林蔵の著作に関する限り,現 在の研究水準にたった新訳(英 語などへの)

が必要であることは疑いをいれない。なお,林 蔵 とその後の研究者たちの間には,か

1) 『北夷分界余話』は別名 『北蝦夷図説』 として有名である。 安政2年 刊の版本が 『北蝦夷図

 説』という書名であったので,そ れに基づいて昭和19年 に大友喜作編によって北光書房から刊

 行 された本も同じ題名になっている。 しか し国立公文書館所蔵の写本は 『北夷分界余話』とな

 っている。 本文ではこの写本を利用 したが,そ う長いものでないので,引 用ではいちいちペー

 ジをあげないこととした。なお 『北夷分界余話』にはほかにr北 蝦夷地部』,r北 蝦夷島新説』,

 r北 夷新図説』,r北 夷紀行』, r北夷見聞録』, r銅柱余録』などの別名がある。

2)シ ーボル トのテキス トには,1832年 の刊本に基づいて1975年 講談社で刊行されたものによっ

 た。以下,引 用文では刊年を省略する。
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な りの年代的なひ らきがあるが,ギ リヤ クの社会 や生活技術は ロシァ革命 の前,少 な

くとも100年 あ ま りの間ほ とん ど変化がなか った。 例 えば,氏 族の分布についてであ

るが,タ クサ ミは指摘 してい る。「ニヴ ヒの分布 を歴史 的に見 るとき,そ の境 界は過

去1QO年 あま りの間,変 化 しなか った」[TAKCAMN,1969:P.54]。 た だ近年,コ ルホ

ーズへ の統合政策 とともに大 きな変化 が起 こ りは じめているのである
。

 林蔵 がサハ リン西岸のギ リヤ ク集 落を訪 れたのは1808年3)と1809年,ア ムール河下

流部に入 ったのは1809年 で あって,毛 皮 を求 めて進 出 したのは ロシアのコサ ックたち

(ババ ロフやポヤル コフ)よ りは約100年 お そいが,シ ュレンクが本格的 に 調査 した

1854- 56年 よ りは約45年 早い。 しか もコサ ックたちが提供す るギ リヤ クの民族学 的資

料 は,林 蔵のそれに比べ る と少ないので,シ ュレンク以前 の観察資料 としては,彼 の

ものが もっとも充実 した もので あると言える。シュ レンクはシー ボル トの訳文 を通 じ

て間宮林蔵の業績 を知 り,"Man verdankt sie dem japanischen Reiscnden Mamia

Rinso,"… …(人 々はそれを 日本 の旅行家間宮林宗[蔵]に 負 うて いる)と 書 いてい

る[ScHRENcK,1881-1895:p.116]4)。 この場合 のsieと は,シ ュ レンクによれば,

"eingchenden Nachrichten �er die Wohnsitze der Gilj aken"(ギ リヤクの住地 に

関する くわ しい情報)の ことであ る。またサハ リンの民族について もシュ レンクはつ

ぎのよ うに書 いて いる。``Die ersten Nachrichten �er die V�ker Sachalin's ver-

danken wir wiederum den Japanern, und zwar denselben Reisenden, Mogami

Tok'nai(1785 und 1786)und Mamia Rinso(1808～1810),'(サ ハ リンの諸民族 に関

す る最初 の情報について も,わ れわれは同 じ日本人 に負 うてい る。すなわち最 上徳 内

と間宮林蔵 である)[SCHRENCK, p.121]。

 シ ュレンクは林蔵の ことを以上のよ うに評価 している。 また後にのべるように,シ

ュテル ンベルグ も林蔵 を高 く評価 してい る。林蔵 の話 をきいて,こ れを書物 にま とめ

                             こといやしく

た村上貞助は 『北夷分界余話』の凡例の中で 「倫宗[林 蔵]の 性,言 萄もせざる者な
    みずから

れば,其 自見分せざるの ことは総 て演話す ることな し」 と書 いてい る。間宮林蔵がア

ムール河下流部に滞在 したのは1809年7月2日 か ら8月6日 までの約1カ 月にす ぎな

か ったが,そ れまでサハ リンでギ リヤ クの生活についての予備知識を得ていた とはい

え,そ の観察 は全体 と して実に正確で ある。その一つの理 由は,彼 が単な る旅 行者あ

るいは観察者 ではな く,ギ リヤクの人 々 と生活を ともに したか らで あろう。その こと

は後にのべ るよ うに,シ ュテル ンベルグによ って も指摘 されている。

3)「 カラフ ト」が離島であると確認されたのはこのときのことである。

4)Schrenckの 著作は以下すべて同じであるので,刊 年を省略する。
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1,「 ス メ レン クル」 と 「ギ リヤ ク」の 意味

 まず ギ リヤ クの名称についてふれて おこう。林蔵はギ リヤクのことも 「ス メレンク

ル夷」 と称 してい るが,シ ュ レンクはこれについてつぎのよ うに説明 してい る。す な

わち,「 クル」はアイヌ語で人,「 スメ レン」 はサハ リン ・アイヌ語 のSsumari(キ ッ

ネ)に 由来 して いる。 したが って 「スメ レンクル」 は 「キ ッネび と」 の意で,ギ リヤ

クがキッネの毛皮を取引 したためか,あ るいはそれを着たせいであろうと考えてい る

[SCHRENCK, p.117]。

 と ころで 「ギ リヤ ク」 とい う呼称はど うか。多 くの学者は,ッ ングースが周辺諸族

か らKiliと よ ばれていたことに結 びつけているが,ス モ リャクによればアムール河

下流域 の原住民 はギ リヤ クとッングースの区別 を,言 語は勿論,文 化 の面 でも明確に

知 っていたか ら,両 者を混同す るはずがない とのべて いる。そ してスモ リャクは,17

世 紀 に この地域 に進 出 したロシアの コサ ックた ちがすでに,ギ リヤ クについて この呼

称を用いていた ことに注 目 し,ウ リチ,ナ ナイ,オ ロチ,ネ ギダルな ど,ア ムール河

下流域の ッングースがギ リヤ クを 「ギ レ」とよんでいた ことに由来するのではないか,

と のべてい る。ギ リヤクの自称は,ア ムール河下流部 でNivxサ ハ リン東岸の場合 で

Nigvyngで,い ず れも 「人」の意である[CMO」1ﾟK,1975:P.25]。

2.ポ リ ア ン ド リー に 関 す る林 蔵,シ ュ レ ン ク,シ ュテ ル ンベ ル グ の

 見 解5)

 女 性 の社会的地位 について,林 蔵 はす るどい観察を行な ってお り,シ ュテル ンベル

グは,林 蔵 の方が シュレンクよ りも見 るべ き ものを見てい ると指摘 して いる。

 『東縫紀行』s)の 中に 「……殊に女を貴て,男 夷は徒 に奴僕の如 くなれば……」 とい

う一文が ある。 シーボル トの ドイツ語訳では,``Hier zu Lande ist es n舂lich Gebr-

auch, dass die Frauen�er die M舅ner befehlen…;一"(こ の 地では女性 が男性 に命

ず ることが行 なわれてい る)と な ってい るが[SIEBOLD, P.1177],こ れ につ いて シー

ボル トは"Es w舐e demnach die Nord-Westk�te von krafto das einzige Land der

Erde, in welchem Polyandrie nach Gesetz oder Sitte dermalen in Uebung w舐e"

(これ によれば,カ ラフ トの北西岸 はポ リア ン ドリーが法制的また は 慣 習 的 に 行 な

われている地球上唯0の 地で ある可 能性 がある)と の註 を付 して い る[SIEBOLD, P.

5)以 下記述の順序は,原 則として林蔵の 『北夷分界余話』の記述にしたがった。

6)r東 縫紀行』 については昭和13年 刊の南満州鉄道株式会社大連図書館本によったが,こ れ も

 全文が短いので,い ちいちページをあげないこととした。
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1206]。

 これに関連 して シュレンクは,``nirgend, weder auf Sachalin, noch auf dem

Festlande, herrseht unter den Gilijaken Polyandrie"(ギ リヤクにあっては,サ ハ

リンで も大陸部で も,ど こにもポ リアン ドリー一は存在 しない)と のべ[SCHRENCK, p.

649],さ らに林蔵が``Stolz und Eiterkeit und vieleicht auch Furcht vor seiner

Regierung"(自 尊 心 と虚栄心,さ らには 自国政府 にたいす る怖れのために),彼 がギ

リヤ クの もとで不面 目な立場 と待遇 を うけた ことをか くそ うと して,事 実を曲げて報

告 したのではないか,と 書いている[ScHRENcK, P.650]。``Unw�dige und unde-

m�higende SteUung und Behandlung"(み じめで不面 目な立場 と待遇)と は,林 蔵

が 『東 紀 行』の中で,自 分が 「常 に女夷 に媚 ひ,専 ら其作業を助け,木 実草根を と

らん連,出 テ行 ク時 は船を漕 ぎ行て其作業 を共 に し,或 は衣服 を裂て是 に与へ杯 す」 と

のべてい ることをさ していると思われ る。

 と ころが,19世 紀 末か ら20世 紀は じめにかけて活躍 した ロシアの民族学者 シュテル

ンベルグは,ギ リヤク社会にポ リア ン ドリーが行 なわれた ことを論証 してつ ぎの よう

にのべてい る。 「ギ リヤ クのポ リア ン ドリー的性格を明 らかにす るには,ギ リヤ クの

生活の最 も私 的な側面 に立 ち入 り,そ の言語 を知 り,彼 らのユル タで長 く生活 し(こ

の ことによ って間宮林蔵 は,シ ュ レンクの見なか った ものを見 ることがで きた),少

な くとも親族 名称 を知 る必要が ある。 シュ レンクは言葉 を知 らなか ったため,こ れを

知 ることができなか った」[皿【TEPHBEPr,1933 b:pp.129-130]。

 こ う して シュテル ンベル グは,少 な くともこの問題 に関す る限 り,林 蔵を碩学 シュ

レンクの上においてい る。 またシー ボル トは,「 地球上唯0の 」 とい う形容詞 を別 に

すれば,ギ リヤ ク社会 にポ リア ン ドリーが行なわれている ことを,林 蔵の記述 の行 間

か らいみじ くも洞察 したのであ る。

 ギ リヤ クにお けるポ リア ン ドリー の実例 について シュテル ンベル グは書いている。

「兄弟が妻を共有 して同居 し,両 者 の間 に完全 な諒解のある例 をい くつ も 観察 した。

私のギ リヤク語 の最初 の教師で あるタ ンギ ヴォ村 出身のギベ リカは,全 サハ リンを通

じて最 も富裕で尊敬 されて いる人物 であ ったが,い つ もその弟 のプ レウンと同 じユル

タに住 んでいた。 そ してプ レウンと兄 の妻 との関係は誰に とって も秘密ではなか った。

子 どもた ちもふた りの父親 に同 じ態度で接 し,ま たふた りか ら同 じよ うにかわいが ら

れた。プ レウンの死後 は,彼 の財産は,世 間か らギベ リカの子ど もと考 え られた子 ど

もた ちに移 った。プ レウンはた いへん富裕 で数人 の妻で も買 うことができたが,兄 の

妻を愛 した。兄は,高 い値段で買 った 自分 の妻 を共有す ることに少 しも反対 しなか っ
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た」。 そ して シュテル ンベルグが,兄 弟で妻を共有 す ることについてギ リヤクの若者

た ちにき くと,彼 らは驚いたよ うにきき返 した とい う。「ロシア人 はそ うでな いのか。

兄の妻 と同居す るのがなぜわ るいか」。 ロシア人 はそ うでない と答 える と 「それはた

いへん困ったおきてだ」 と言 って,信 じられないよ うな面持で互いに顔を見合せ たと

い う [皿ITEPHBEPr,1933 a:PP.33-34]。

 ま たク レイノヴィチは シュテル ンベルグの約20年 後であ るが,兄 弟で妻を共有 して

い るい くつかの例を記述 している。例 えばブ リヴ ォ部落 のプィルギ ン(兄)と タルキ ン

(弟)の 場合である。タル キンとプィルギ ンの妻 ラウ リクの関係は公 然 とした もので,

誰 も彼 らを非難す るものはなか った。3人 は同 じ食卓 で食事 を し,同 じ寝床に眠 った。

兄弟は ラウ リクを間 にはさんで両側に眠 った。子 どもが生 まれる と,ふ た りが ともに

「わが子」 とよんだ[KPE伽oBHq,1973:p.282]。

 しか し一夫 多妻 の現象は,シ ュテル ンベルグの時代,全 くふつ うの現象であ ったが,

一 妻多夫 の例 はすでにそ う多いわけで はなか った
。 シュテル ンベル グは親称名称の研

究によ って一般 的な結論を引 き出 したのである。

3.性 生 活

 林 蔵 はギ リヤクの性生活が 自由であ り,女 性が色気た っぷ りであ ることを指摘 して

いる。た とえば,ギ リヤ クの女性 は 「其情蝦夷島女夷 と大に異 に して,相 識 ラさる人

といへ共能馴泥 し,言 語通ぜ ざれば其 云処瞭然 な らず といへ共,時 気 寒暖 の応接 など

な し,い かに も娩情妖態多ク,男 子に接す るの さま親意殊 に深 しと云」[間 宮,1938:

p.72]。 この引用文 の末尾 に 「と云」 とあるのは,記 述 した村上貞 助が 「林蔵がそ う

語 った」 とい う意味で書 いた ものであ る。

 この部分の シーボル ト訳 は,``Sie sind gastfrei und h6flich, und gr�sen jeden,

dem sie nur immer begegnen, selbst Fremdlinge"(彼 女 た ちは もてな しが よ く親切

で,会 う人は誰で も,未 知 の人 さえ も歓迎す る)で あるが[SIEBOLD, p.1199],ど う

い うわ けか 「腕情妖態多 く……」以下 の部分が脱落 している。 この場合 のgr�senは

「挨拶す る」で はない。 ギ リヤクでは,情 のうつ ることを警戒 して,ふ つ うは出会 う

ときも別れ るときも挨拶 しないか らであ る。

 林 蔵はまた別の ところで,「 男女 多淫の俗習なれば姦通邪淫の事許多也」(シ ーボル

ト訳では,``Da dieses Volk�pig und woll�tig ist, und sehr h舫fig desshalb

Liebesabenteur Statt finden, auch Untreue und Liebesh舅del an der Tages-

ordnung sind,'[SIEBOLD, p.1203]と な って いる。
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 シュ テル ンベルグによ ると,ギ リヤクにおいては性的感情がわ りあいよ く発達 して

い る。ギ リヤ クの生業がいわば季節的漁携で あって,余 暇が多 いこと もその理 由の一

つ として あげ られよ う。男性 の精 力を消耗 させ る狩猟は,彼 らの生活で はたい した役

割を果 して いない し,戦 争 らしい戦争 もない。あ るのは,せ いぜ い氏族間の トラブル

ぐらいな ものであ る。

 また狭 い住居(住 居については後 にのべ る)の 中に数家族が住んでい ることも早熟

の原因で あろう。ナナイ人 の作家 ホ ッドジェルの小説 の中に,ア ゴア カとい うナナイ

の娘の結婚初夜の状 況がつぎのよ うに描写 されてい る。 「アゴアカは ,ウ ルスカ(新

夫の名)が 彼女 の毛布 に入 って きたとき,恥 か しそ うに身 をち じめ,体 を こわば らせ

た。彼女はその夜幸せで あった。兄弟た ちが彼女 のそばで,夜 ごとにその妻た ちを可

愛いがる様子 を見 て気持 をたかぶ らせ,早 熟 にな り,早 くか ら自分 が女 である ことを

感 じていた彼女 は,こ の夜,自 分の夫 を愛 し,彼 に身 をす り寄せ,そ のぬ くもり,力,

耐 久力にひた りきった」[XoA>KEP,1964:p.50]。 ナ ナイ とギ リヤ クは,い うまで も

な く,場 所によって は混住 し,生 活様式 の面 で も多 くの点で共通 している。

 ギ リヤクの男性は成人 と同時に性生活 をは じめ,そ の余暇 と想念 のほとんどが女性

に向け られた。それに,誰 も彼 もが結婚 できるわ けではなか った。つま り多夫一妻 と

同時に一一夫多妻の風習 もあ り,婚 資(kalym)が な ければ嫁 を もらうことがで きなか

った。 そ こで独身の若者 た ちは,自 分 の部落の手の届 く女性 だけでな く
,時 間 と距離

にかか わ りな く,女 性 を求 めてよその部落に 出か けて行 った。ギ リヤクは本来客好 き

で あり,い ろい ろなニ ュースを知 りたが ったので,よ そ者で も歓迎 された。 「新来の

客人 は到着後数時間の うちに部落 じゅうの家々をまわ り,自 分の もって きたニ ュース

を語 る。男 も女 もこれに熱心 に耳 をか たむ ける。客人はその間に,そ こにい る女性 に

目をつ ける。それ以後 は彼 の経験 とテクニ ックが ものを言 うことになる。ギ リヤクの

女性は一見 たいへ ん近づ きに くい ように見える。坐 ったきりで眼を伏せ,話 しかけ

て も蚊のな くよ うな声で答 えるだ けであ る。 しか しこれはあくまで外見 だけで,ま わ

りの家族 にわか らないよ うに,気 を 引 くよ うな視線 をなげる」[皿TEPHBEPr,1933 a:

p.249]。 林 蔵の言 う 「娩情妖態」 とは これを さすのであろ う。

 客 人があ る程度彼女の気に入 る男であれば,こ とは急速に進行 した。男 は女が水場

や木の実 とりに出て行 くのをつ けて行 った り,い きな り物かげでつか まえた りした。

また例えば,「 煙草をい っ しょに吸お う(同 じ煙管で交替 に吸 うこと)」 とか,「 ニ ュ

ー スを話 そ う」 とかい うような象徴 的な言葉で話 しか けることもあ
った。 ここで内諾

が得 られれば,客 人 はそ こに一泊 した とき,夜 半彼女の寝床 に行 った り,そ の反対で
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あ った りした。言葉をか けないで,男 が女 の胸や足 にさわ って抵抗を うけなか った ら,

そ れで女 の諒承が得 られた ことを意味 した とい う。

 既 婚女性 の場合には,も ともと好 きで結婚 したわ けではな く,そ れに年齢的に も女

性が若す ぎたり,あ るいは複数妻で あ った りす る場合が少な くなか った こと も,自 由

な性 関係 の理 由で あろう。未婚男女の場合は もっと自由であ った。シュテル ンベルグ

は,ピ グルナ イカとい う未婚 の一女性は,自 分の未来の夫を含めて同時に14人 の愛人

と交渉 を もって いた とつたえている[LLITEPH�PI',1933 a:p.250]。

 しか し,こ う した 自由は,一 方で は子 ど もにたいす る愛情,生 活のための苦労 など

によ って抑制 され るだ けでな く,社 会的規範に よって も制約 され る。すなわち,つ き

合 ってはな らない間柄の人 々との交渉 はきび しく追及 され るのであ る。 この追及 は,

しば しば自殺 を もって終 るほ どである。 しか し,妻 の浮気の現場が夫 に見 られた場合

で も,妻 が殺 されることはない。 これについて林蔵 は書 いて いる。 「此夷種(ギ リヤ

ク)よ り山旦,コ ル テ ッケ,其 他 地 の諸夷,女 夷 はいか なる過失 ありといへ ど も殺

す ことな き法とす。其女 を貴ぶの情 しるべ し」。

 シ ュテル ンベルグによれば,彼 の調査 した20世 紀初頭,ギ リヤクにお ける男女の比

率は男1,000人 に たい して女785人,オ ホ0ツ ク海岸 では女694人 で あった。 これに加

えて,裕 福 なギ リヤクは2～4人 の妻を もっていたか ら,一 般 には 「女不足」の現象

がみ られ0妻 を もらうには高 い婚資を必要 としたのであ る[田TEPHBEPr,1933 a:p.

167]。

4.ギ リヤ クにおけ る結 婚 と性関係 の規準

 シ ュ テル ンベルグは書 いて いる。 「もしも道徳 とい うものを,一 一定の社会において

一般的 に認 め られた原則 に従 うことであ るとすれば
,ギ リヤクは理想的 な性道徳 を保

持 して いると言え る。 とい うのは,ギ リヤ クが彼 らの間に許 されているグル0プ 婚 的

性道徳 にた い して驚 くほどの忠実 さを発揮す るか らであ る。……ギ リヤ クの女性 は,

金 銭で 自分を売 るロシア人の女性 をひど く軽 蔑 す る……」[LIITEPH6EPr,1933 b:P・

26]。

 こ こで言 うグループ婚 とはﾘシ ュテル ンベルグの言 うTpexpoAoBHe 6paqHble co。

KBH(3氏 族 間の婚姻 関係)を 基盤 とす る複雑な親(姻)族 関係 に基づいてい る。

 この関係 を理解す るには,ま ずギ リヤ クの あ らゆ る社会 関係 の基盤 をなす 「氏族」

について知 る必要があ る。結婚 もさまざまな儀礼 も氏族 を単位 として行 なわれるか ら

であ る。スモ リャクの調査に よると,19世 紀 末か ら20世 紀初頭 にかけて,ギ リヤクの
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氏族 は67を 数えた?)。 その中の一部 は人数 が多 く,ア ムール河下流部,サ ハ リンにま

たが っていた。 例えばKegnang氏 に は少な くとも70家 族, Ygnun氏 に は30家 族 以

上が属 していた。 しか し多 くの氏族は2～5家 族か らな り01～2の 集落に住 んでい

た[CMOIISIK,1970:p.270ユ 。

 ギ リヤクの人 口は1926～27年 の 調査で4,076人(う ちソ連領 サハ リンに1,700人,大

陸部 に2,376人)で,ほ かに当時 の 日本領 サハ リンに111人 住 んでいた。その後1959年

の 調査では3,717(う ちサハ リンに1,798人),1970年 の 調査で総数4,400人 で あ った。

したが って,1926～27年 の場合で,1氏 族あた り平 均およそ60人,1家 族 を15人 とす

れば4家 族 とい うことになる。

 ギ リヤ クの氏族 名は,熊,ア ザ ラシ,鳥 な どの動物名,人 のあだ名,1年 の月 名,

場 所名な どに由来 す るものが多い[TAKCAMH,1969:P.56]。

 氏 族 はその発展 過程 で別 のグルーフ。に分れて別の土地 に移 る ことが あったが,そ の

場合には もとの氏族 につたわる火打石 を分与 された。

 も うひとつ重要 な ことは,ギ リヤク社会 では,各 氏族の成員 はすべて4つ のク ラスに

分 け られた ことである。す なわち,祖 父 と曽祖 父たち(atak)0第2は 父(ytyk)と そ の

兄弟た ちお よび母 の姉妹 の夫 とその兄弟 たち,第3は 自己の兄弟 と姉妹 たち(tuvn),

第4は 子 どもた ち(ola)で あ る[CMo朋K,1956:P.872]。 そ してギ リヤ クの親族 名

称で示 され るのは,家 族単位では な くて,氏 族を単位 とした人 々のクラスであ る。例

えば,tuvnと い う言葉 は兄弟姉妹 の意味であ るが,遠 近の血縁関係で 結ばれた同氏

族 内のあ らゆ る兄弟姉妹 を意味 している。兄(akan)は 自 己の実の兄だけでな く,父

親 の兄弟す じにあた るすべ ての人 々の子 ど もをも示す。同様 に子 ど も(01a)と い う言

葉 はわが子だ けでな く,自 己の兄弟の子 どもすべてを言 うので ある。 したが って,ギ

リヤ クの親族 名称はすべ て複数形で あ らわ され る。

 さて,こ こでギ リヤクの婚姻の問題 に もどろう。

 林 蔵はギ リヤ クの結婚 につ いて書 いて いる。 「結婚 同姓を忌む こと,其 いはれを聞

かず といへ ども,殊 に甚 しとす。本邦従兄弟相忌 ざるの類絶 てなさ ゴるところな り」。

シーボル ト訳では この部分 が欠落 している。林蔵の この観察 はた しかに表現 が不十分

で はあるが,し か しギ リヤ ク社会 を知 るうえで,わ りあいに重要 であると思われ る。

ギ リヤクはた しかに 「同姓」(氏)や 「従兄弟」の結婚 を 「忌」んだが(族 外婚),そ

7)人 口約4,000人 の うちで67の 「氏族」を数えたというから,こ の場合ロシァ語のpo双 は 「氏

 族」というよりも,英 語で言うlineageに あたると考えられる。全体として,ロ シア語のpo江

 (氏族)と かIlnEM�(血 族,部 族)と いう言葉の概念が不明確に使われることが少なくない。

 しかし,こ こではいちおう 「氏族」のままとした。
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れは父方の氏族 だけで あった。氏族 の中核 は男性で あって,女 性 は他 の氏族 に属すべ

き もの と考 え られた。息子は 自分の氏族 の成員で あるが,娘 は必ず他氏族 に出るべ き

もの と考え られた。す なわち 「母方交叉イ トコ婚」 が支配 していた。林蔵 が 「同姓 を

忌む」 というとき,こ の ことをきび しく考慮に入 れる必要が ある。 シュテル ンベル グ

は書 いて いる。

 「それぞれの母親 は 自分 の息子 のために,自 分の兄弟(実 家 の)の 娘を嫁 に もらう

権利 を もつ。そ して同 じ権利 によって,自 分の娘た ちは必ず自分 の夫の姉妹め家庭に

入 らねばな らない。言いかえれば,す べての女性は 自分 自身の従兄弟 に,す なわ ち父

の姉妹 の息子 たちに属 してい る。 したが って,女 子は,自 分の母親 の兄弟の息子た ち

に嫁 す ることはで きず,男 子は,父 親 の姉妹 の娘を嫁に もらうことはできない。つ ま

り兄弟 と姉妹 の家族 どう しでの通婚 は許 されない」[田TEPHBEPr,1933b:PP.39-40]。

 この関係を図示す ると図1の よ うにな る。

 この図は,つ ね に 「自己の氏」に女性 を供給す るAlmalkの 氏 と,つ ね に'「自己の

氏」か ら女性を供給 されるYmgi氏 とがあ って,た がいにグループ として婚姻 の義務

と権利 とを示 して いる。 したが って,各 氏族間 の結婚 当事者の数がつ りあ って いる場

合は1対1の 夫婦が幾組 もで きるが,そ ういうことはむ しろ稀で,男 女数 の比率 の く

ず れる場合が少 な くない。 例 えば,Almalkの 氏 に娘がひ とりだ けで,「 私 の氏」 に

息子た ちが多い場合 には,息 子た ちはひ とりの娘 を妻 と して共有す ることにな り,そ

図1ギ リヤ ク の3氏 族 婚 姻 関 係

註 1) これは最 も単純化 した図式 である。

  2) この関係は現在では くずれてお り,1926～28年 当時 調査 した クレイノ ヴィチは,す で

   に兄弟 の息子 と姉妹の娘たちの結婚 が行なわ れてい たことを指摘 してい る。また,自 己

   の世代 には,ク レイノヴ ィチに よると,自 己の兄弟 も含まれ る。
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の逆 の場合 には,多 くの娘が少 数の夫 を共有す ることにな る。 また,息 子たちに して

も,長 兄 たち と末弟 との年齢差 が大 きい場合 には,末 弟が成人す るまで に,Almalk

の 娘 た ちがみな 「私の氏」の長 兄たちの妻 になって しま う。 こうなると,も はや末弟

の相手になれ る娘 はいな いことにな り,末 弟 は"あ ぶれ る"こ とにな る。 ここで,そ

の解決策 として,弟 た ちはすべての兄たちの妻(兄 嫁)お よび 自分の妻の姉 妹 と性 関

係を結 ぶ権利 を もってい る。ただ し,兄 は,弟 の妻に手を出す ことは許 されない。シ

ュテル ンベルグやク レイ ノヴ ィチは,兄 弟 がひとりの妻を共有 してい る例を観察 して

い る。また,ギ リヤ ク出身の学 者 タクサ ミは書 いてい る。

 「こうした婚姻の規準は,残 存 的現 象と して,現 在に も残 っている。例えば,1956

年 か ら1962年 ま での調査で,私 は6つ の二人妻 の例を見た。原 則 としてふた り目の妻

は長兄の未亡人 であった。また,長 兄の未亡人 または亡妻の姉妹 と結婚 してい る家族

も見 られ る。そのほか,兄 弟た ちは,お たがいの子 どもた ちをみな"わ が子"と よぶ。

子 どもた ちは,父 親 の兄弟た ちをみな父 とよび,母 親の姉妹 をみな母 とよぶ。 ただ

pila(年 長 の), matki(年 下 の)と い う言葉 をつ け加 えるだ けである」[TAKCAMH,

1969:p.57]。   0

5.ギ リヤ クの婚 資 につ いて

 林 蔵 はギ リヤクの結婚 におけ る婚 資の出現 につ いて観察 している。 そ もそ も,ギ リ

ヤ クにお ける古来 のグループ婚が くずれだ したのは,ク レイノヴ ィチによれば,婚 資

の出現以後 の ことで あるとい う[KP蘭HoBHq,1973:P.293]。 しか し,婚 資 の出現に

はそれ相 当の理 由が あ った。私の考えでは,そ れは交易に よってギ リヤク社会 に貧富

の差 が生 じた こと,女 性 の数が相対的に少ない ことに よるもの と思 われる。

 林 蔵は書いている。 「凡婚を結ん とす る時は,婿 たる者 の家 より,多 くの宝貨 を舅

家 に贈 りて,其 女 を請ふ ことな り。大抵酋長た る者 は,宝 貨の最上 となす所謂ペ ッチ8)

な どに,奴 僕一人を添贈 るを結納 の例 とす」。

 シ ュテル ンベルグは,ギ リヤ クにお ける婚資がは じめ 「婿の家族 または氏族 が嫁の

8)ペ ッチについては,CAB聞BEBAとTAKcAMHの 共編になるrギ リャク・ロシア語辞典』にn'ETB

 としてKoπBqYrA(鎧)と 訳されている。シーボル トはBettsiと 表記 しているが, Bで はなく

 て,Pが 正 しいようである。林蔵は 「コルデッケ夷(ゴ ル ド)の 製するところにして,甲 冑の

 類なるものなり。満州諸夷また皆是を宝とす。其製薄鎮を以て札とし,獣 皮を以て是を綴 り,

 裏亦獣皮をつく。其状図のごとく,殊に粗製にして,用 器となすべき物にあらずといへども,夷

 中第一品の宝器となし,凡闘争の事ある時は,酋 長たる者,其 他富貴の者は皆是を被る」とのべ

 ている。このペ ッチについては チュクチやイテルメン族における骨製の鎧との関連,あ るいは

 鉄片製鎧の原郷が日本であるかどうかなどの 問題をめぐって多 くの見解が ある[AHTPO--OBA,

 1957:p.216]。
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家族 または氏族 に贈 りものをす る」意 味で あ って,売 買行為では決 して ない ことを強

調 して いる[IIITEPHBEPI',1933 a:p.141]。

 シュテル ンベルグは,林 蔵 の約100年 後 における婚資についてつぎのようにのべて

い る。すなわ ち,富 裕 な人 の場合には中国産の絹織物,綿 織物,中 国製の外套,軟 玉

・製品
,銀 のぞ うがんされた満州産 の槍,日 本刀,日 本製 の釜,キ ッネやテ ンの外套,

女 性 の装身具が贈 られ,貧 乏人に あっては小舟,銃,犬 などであ った。妻 の実家 に労

働を提供す る方法 もあ り,ま た年賦 も行なわれた。 ときには20年 にわた ることもあっ

た。

 嫁 の方か らも嫁ぎ先にさまざまな品物を持参 したが,こ れは婚資の額に応ず るとは

言え,彼 女の私有物であ り,彼 女が死ねば,そ の娘の ものとされ た。

6.ギ リヤ クの 「理 髪 」9)に つ い て

 ギ リヤクは,原 則 として生涯頭髪 を切 らない。赤んぼ うの頭髪がのび ると,そ れを

額にたばねて結ぶ。十分に長 くなると,後 頭部にたばねて紐 で固定す る。 さ らにのび

ると,垂 らして二重,三 重に編 み,何 巻かに巻いて,刺 繍 のある布切 れで端末を しば

る [KPE蕗HoBHq,1973:P.245]。

 2次 的性徴の出現 とともに,男 女 と もに1本 の垂れ髪に編 む。 男は生涯1本 のまま

であ るが,女 性は結婚 後2本 に垂 らす。 シュテル ンベルグは,女 性 は13～14歳 に な っ

て メンスが現われ ると,結 婚 しな くて も2本 に 垂 らした とのべている[田TEPHBEpr,

1933a:pp.13-14]。

 アムール河下流部では,場 所によ っては,女 性 は第1児 の 出産後ガ ラス玉のついた

特別 のか もじをつけた。

 女性 は両耳 に耳飾をつ けた。ク レイノヴィチは1926～28年 当 時は,昔 一部のギ リヤ

ク男子は一方 の耳にのみ耳飾をつけた とい う話 をきいて いる。な るほ ど林蔵の示すギ

リヤ クの 「男夷」の図 には明 らかに左右どち らかに耳飾 が描かれてい る。

 つ ぎに,洗 髪 の方法についての林蔵の観察 が興味深 い。「女夷硫頭の状,図 の如 く口

に水 を含み居て しば しば櫛 目を灘 し硫 頭す。男夷 は大抵 みつか らす る者 な く,女 夷 を

して是を理 せ しめ,又 相互 にする者 を も見 る」。 シーボル ト訳では,``lhr langes Haar

k舂men sie mit einem vorher nassgemachtcn Kamm, den sie, um es gem臘hli-

cher in Z�fe theilen zu k�nen, in den Mund halten;denselben Dienst leisten

9) 「理髪」とは林蔵の表現である。 林蔵は 『北夷分界余話』の中で,キ トウシの 「奥地は満州

 附属の夷スメレンクルと称する異俗の者住居す。 其人物は理髪,耳 飾ともにヲロッコ夷に異る

 ことなしといへども,容 貌何とな く少しく上品なり……」と書いている。
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sie den・Mannern."[SIEBoLD, P.

1199]。 この部分を直訳す ると,「 彼女

た ちはその長 い髪 をあ らか じめ湿 した

櫛 で硫 くか,髪 をゆ っくりと編髪に分

けることがで きるよ うに,そ の櫛を 口

に固定す る。彼女 たちは同 じことを男

た ちに も してやる」とな り,林 蔵の記

述 とはか なりちが っている。

 ク レイノヴィチの観i察によ るとつぎ

の通 りで あった。まず編髪をほ どき,

左 右 に真半分に分 け,自 分で片方ず つ

それを洗 う。洗 い方は,ま ず頭半分 の

髪の端末 をにぎ り,口 にふ くんだ水で

少 しずつそれを濡 らし,そ の濡 らした

部分 を もって頭半分 の髪の根 もとをて

図2 ギ リヤク女性が髪を統いている図

   (『北夷分界余話』より)

い ねいに こす る。 よごれ た水 は下におかれた受け皿に流れ落 ちる(こ れは林蔵の図に

も描かれてい る)。 洗 った後 は櫛で きれいに流 いて,シ ラミなどを とり出 した。 それ

か ら,洗 った髪を耳 にかけた紐 に固定 し,同 じ要領で残 りの頭半分 を洗髪 して,し ば

らく乾燥 させた。それか ら他人 に流 いて もらうことにな るが,母 親 は自分 だけで な く,

娘 や息子 たち,夫 の髪を くしけず った。 ここで も,ギ リヤク社会 の性関係 の規準が支

配 してお り,兄 弟は姉妹 か ら硫 いて もらうことができず,弟 の妻は兄の髪 を手入 れす

る ことがで きなか った[KPEthHoBliq,1973:pp.245-246]。

 林 蔵は,口 に含ん だ水を櫛にか けて湿 し,そ れで髪 を流 くとのべてい るが,こ れは

どうも,反 対 に髪 の方を湿す とい うクレイ ノヴ ィチの観察の方が合理的なよ うである。

櫛に水をかければ,水 はそのまま流れ落 ちて しま うではないか。 シーボル トもそれを

不 自然 と感 じた らしく,図 の方 を見て,「 櫛を ロに固定す る」 と訳 したのか も知れな

い。 しか し,一 時的には林蔵 の観察通 りの方法 もあ り得 ると考 え られる。

7.ギ リヤ クの揺 藍 につ いて

 ギ リヤクの女性は出産の時が近づ くと,住 居のそばにつ くられた産小屋に移 って子

どもを産む。生まれた後は,両 親は子どもの息災を願 ってさまざまな儀礼を行なうが.

とくに重要なものは火,山,海 に向かっての祈願である。それが終ると,父 親は,朝
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図3 ギ リヤクの揺藍(『北夷分界余話』より)

日の最初の光 のあたる木 を切 り倒 し,そ れを くり抜 いて揺籔をつ くった。子 ど もの頭

                     た  へ

のあた る部分 は三角形,背 中の部分は四角で,そ りのゆ るやかな 「八ッ橋」状 をな し,

下 端には腰掛 け られるように木部が残 され,肛 門のあた る部分 に排泄物用 の穴が くり

抜かれてい る。

 揺 藍には犬 やウサギ の毛皮が敷かれ,赤 んぼ うは これ に くるまれた。腰掛 の部分 に

は腐木 の屑 が敷かれた。赤んぼ うの性 器は,男 女 を問わず白樺樹皮製のおおいでか く

された。 このおおいは,膀 あた りか ら股下 までにいた り,下 端は排泄物用の穴 にさ し

こまれていた。つま り,幼 児の小便 も自然に下 の穴 に流 れ落 ちるように工夫 されてい

た。林蔵は,「 其下木器を置て遺尿 を うくる物 とす」 とのべてい る。 林蔵の言 う 「木

器」 は,多 くの場合 白樺樹皮製 であ ったが,そ れには 排泄物を吸い とるための腐木

の屑 がつめ られた。 ギ リヤ クでは,こ の木屑 の捨て場 も,き び しく定め られて いた

[KpE員HoBHq,1973:pp.351-352]。

 女 性 のメ ンスは,最 も忌避 され,ま た恐 れ られたもので あったか ら,子 どもの排泄
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物 に もそれがかか ってはな らなか った。そのため,女 性便所 と子 どもの抹泄物捨場の

間には,生 後数 日の うちに,イ ナウを結びつけた トドマツの棒が立て られた。ギ リヤ

クは,子 どもの排泄物 にメ ンスがつ くと,そ の子の目がつぶ れると信 じていた。仕切

りの棒は,立 ち腐れ になるまで切 ってはな らなか った。

 揺 藍をつ り下 げるた めに特別 の板切 れ(林 蔵が 「彫木」 と表現 しているよ うに彫刻

がほ どこされた)が 用意 され,縄 を利用 して屋根の垂木に固定された。 それか ら長い

縄を揺藍の背および両側,下 部につ くられた穴 に通 し,縄 を操作する ことによって揺

藍が水平,垂 直,斜 めの,い ずれの状態 に もなれるよ うにつ り下 げた。シュ レンクは,

揺 藍の背部に音のする ものをつ けて,動 かす たびに鳴 るように してあ ったとつた えて

い る。

 母 親 は赤んぼ うを揺藍 に くくりつ けたまま授乳す る ことがで きた。 シュレンクは,

ギ リヤ クの母親は子 どもが4,5歳 に な るまで乳をあたえると書 いてい る。林蔵 は,

「嬰児 よ り四五歳 に至 る皆如斯 し」 とのべ,「 含乳せ しむる時 は,束 縛のま ＼是 を抱て

含 ま しめ,飲 み終 る時は又懸る事本 の如 し」 と書いている。

 こ こで林蔵 の記述 とシーボル ト訳を比較す ると面白い相違点が み られ る。 す な わ

ち,林 蔵 が 「手 は束縛せ られて動かす事 あたわず。足は屈伸 すべ しといへ ど も,又 自

由な る事 な し」 とのべて いる箇所は,``Die Arme derselben bindet man an beiden

Seiten des Brettes an, dach ihre F�se 1舖st man freis damit auf diesc Weise die

Kinder laufen lernen k�nen"(子 ど もの両手 は揺藍 の板の両側に固定 されて いる

が,両 足 は自由で0こ のよ うに して子 どもは走 り方 をおぼえ ることがで きる)と なっ

て いる[SIEBoLD, p.1200]。 言 うまで もな く,林 蔵 の原文の方が正 しい。 しか し林蔵

の揺藍の図は,彼 の他の図に比べ て出来がよい とは言 えない。 なお,ク レイノヴ ィチ

による と0夜 間0母 親は子 ど もを白樺樹皮製の平 らな揺藍(こ れにも腐木の屑 がつめ

られている)に うつ し,板 床 の自分 の寝所のそばにおいた。排泄物 のまじった腐木 の

屑は,翌 朝 いつ も同 じ場所に捨 て られた[KPE員HoBHq,1973:P.352]。

8.住 居 お よび倉庫 につ いて

 これ は,林 蔵 の観察の中で もと くに正確で くわ しい部分の1つ であ る。

 林 蔵 はギ リヤ クの建築物をつ ぎの4種 に分 けている。すなわ ち,(ヱ)「穴居」,② 「穴

居せ ざる者の居家」,(3)「 穴 居す る者夏月居 る処の家」,(4)「 倉庫 」である。 ところが

林蔵 の約45年 後,ギ リヤクを本格的に調査 した シュ レンクも,林 蔵 と全 く同 じ4つ に

分類 して いる。以下,林 蔵 の記述 に したが って,こ の4種 の建物 を考察 してみよ う。
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 ギ リヤクの住 居の入 口は,つ ねに東側にある。彼 らの観念によ ると,太 陽の沈む方

向には死者 の世界(村)が あ り,入 口を西 向きにす ると,家 族 の誰 かが死 んで死者の

村 に移 ることに なると考 え られた。

 (1)ま ず 「穴 居」であるが,こ れは シュレンクの言 うEr(lj urte,タ ク サ ミの 言 う

nony3eMnHHKa,ギ リヤク語でtoryfと よばれている もので ある。 シュレンクによる

と,彼 が調査 した頃,サ ハ リン西岸には この タイプの住居 しかなか った と書 いている

が,タ クサ ミは,こ の タイプの住居 は現在で は全 く残 っていない,し か しこれを明

瞭に 記憶 して いる人は,彼 の調査 した1960年 当時 なお 少 な くなか った とのべてい る

[TAKcAMH,1961:P,111]。

 外 観 は林蔵の示す図のよ うに,土 まん じ ゅうの形をな し,冬 期に は全部が白 く雪に

おおわれ,煙 出 しの部分 だけが黒 く見 えた。 この住居は,内 部 の生活空間 と,こ れに

つづけて建 て られた廊下状 の入 口か らな っていた。

 タクサ ミの記述 によると,住 居の基礎(竪 穴)は7.5な い し8.5m平 方 で,深 さ0.9

な い し1.1mに 掘 り,そ こに図5の ような構 造の骨組 をつ くった。内部 の4本 柱 と壁 と

の間隔は2.5m,柱(カ ラマッ)の 高 さは2.8～3mで あ る。 柱 の上端 には白樺樹皮を

敷 き,そ の上に4本 の桁 をのせ た。 この桁に,四 方か ら屋根代 わ りの小丸太 がさ しか け

られたが,こ れの下端 と基 礎竪穴 の上端 との間隔 は50～80cm,小 丸 太 の上端 には1m

平 方の枠がつ くられた。 これはギ リヤク語でtama khuty(煙 出 し穴).と よ ばれ,明

りとりの役 割 も果 した。土間か6煙 出 し穴 までの高 さはふつ う3・5mで あ った。 こう

図4 ギ リヤクの半地下式住居 トルィフ(r北 夷分界余話』より)
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して,頂 上 を横 に切 った ピ'ラミッ ド

型の骨組ができあが ると,外 か ら干

し草 またはア シで これをおおい,そ

の上 に芝生を切 って のせ,土 をか け

た。年 を経た半地下式住居の屋根は

密生 した草でおおわれて いた。林蔵

の示す 「穴居表 面」 の通 りで ある。

 建 物 の東側に1×1.3mの 入 口を

つ くり,こ れに枠 を とりつ け,2枚

の割板か らなる扉 をたてか けた。 出

入す るにはその扉 を左右 のどち らか

に移動す る必要 があ った。 しきいと

土間 との間 には階段(丸 太 に刻み 目

をつけた ものをたてかける こともあ

った)の ある場 合 と な い 場合 が あ

り,・ない場合たは暗い ところを とび

お りる ことにな り,い くらか危 険で

もあ った。 ギ リヤクの半 地 下 式 住

居の入 口が不便 なことにつ いては,

シュ レンクやシュテル ンベル グ,タ

クサ ミによって も指 摘 さ れ て い る

[TAKcAMH,1961:P.113]。

 半 地下式住居には窓はなか った。

土間にお りると,そ の左右 に道 具や

食糧品をお く棚 があり,そ の奥は,

左 右およびつきあた りの壁面に沿 っ

て板床(ギ リヤク語 でtikky,こ れ

は居間であると同時 に仕事 場,寝 所

で もあ った)が つ くられた。板床 は

高 さ40～50cm,幅1.8～2m。 板 床

の上には垂木につ りさげ られた竿 が

あ り,こ れに衣服や履物 をか けて干

図5 トル ィ フの構 造[TAKCAMH,1969]よ

   り      、

   a.支 柱 b.わ く組 c.竪 穴 d.小 丸 太

   e.煙 出 し穴

図6 トル ィ フの平 面 図[TAKCAMH,1969]よ

   り

   1～3,板 床 4.踏 板 5.薪 をおく場所

   6.水 の容器 7.炉 8.鍋 9.中 国製

   大釜 10.支 柱 11.物 置 12.入 □

   13.入 ロにつづ く廊下 14.外 側 の入 口
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図7 トル ィ フの板 床 の構 造[TAKCAMM,1969]よ り

   a.板 床 b.板 床 の組みたて c.板 床の部分

   1.支 柱 2.板 床 の桁 3.敷 板

   この構造は夏季用住居の場合 も同 じであ る。

した り,揺 藍 をつ けさげた りした。屋根 の下端 と竪穴 との間の空間は倉庫の役割 を果

した。屋根につ くられた煙 出 し口の真下 に長 さ2m,幅1.5m,高 さ35～40cmの 炉,

が きずかれ,そ の上 に針金か棒がかけ られ,鍋 ややかんをつ り下 げた。炉の前に3個

の石がおかれ,そ の上 に中 国製の鋳鉄釜 がか け られた。炉の中の土 と灰 は熊祭 りの と

きだけにとりかえ られた。

 入 口につづいて廊下 または玄関 口がつ くりつけ られ,こ の廊下 の壁 沿いに犬櫨 用の

犬 が飼 われた。ただ し,冬 期 には屋内の土間で飼 うこともあった。4本 柱 の上端 には

kokと よばれ る男女 像がシ ャーマ ンの助言 と長老 の決定 によって彫 りこまれた。 また

後にのべ るように,つ きあた りの板床 の一角に,tyvoyzと よばれる一種 の家神像が

安置 された。

 この半地下式住居 に,た がいに血縁関係で結ばれた数家族が居住 した。勿論,独 身

の娘や息子 たちもい っし ょであ った。兄弟が多い場合 には,数 組の夫婦が同居す るわ

けで あるか ら,お 互 いの性生活までか くしようがな く,し たが って,若 者たちは一般

に早熟であ った。兄弟 と姉妹が親 しくな らないように,き び しい規制が加え られたの

もまた当然であ った。

 板 床 はその位 置によ って序列が定ま っていた。入 口の正面つきあた りは上座 であ っ

て,ふ つ う家長 が住 み,ま た尊 敬すべき客 が迎 えられた。つぎが入 ロの左側で息子た
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ち夫婦,右 側 に家族の他 の成員 が住んだ。娘た ちは,板 床 の扉 にいちばん近い場所が

あたえ られた。来客で も,そ れが女性で あれば,上 座 ではな く,下 座に,つ ま り扉 近

くに坐 らされた[KP莇HoB四,1973:pp.265-266]。

 ギ リヤクの半地下式住居の構造 は大要以上 の通 りであ るが,タ クサ ミの指摘に よる

と,ア ムール河下流部で もサハ リンで も全 く同 じであった[TAKCAMH,1961:P.116]。

林蔵 もまた,「 蓋初島の穴居に異 る事 な し」 と記 してい る。

 この半地下式住居は,と くに大 陸部 において,19世 紀 中頃に地上式住居,林 蔵のい

う 「穴居せ ざる者の居家」に とって代 わ られた。 シュテル ンベル グは,半 地下 式住居

がギ リヤク古来の住居であ ると考 え,ギ リヤ ク族がかつて今 よ り,も北方 に住んでいた

ことの証拠 を ここに見てい る。また彼 は,ギ リヤクも昔はカムチ ャダ0ル の場合 と同

じよ うに,煙 出 し穴か ら出入 した ことは,熊 祭 りの とき熊の死骸 が煙 出 し穴か ら屋内

に入 れ られ,祭 りが終 ると祭具や熊の骨が同 じ穴 か ら運 び出され ることによ って も知

られ るとのべて いる[HITEPHBEPr,1933a:P.18]。

 しか しタクサ ミは これ に反対 し,熊 を半地下式住居の入 口か ら入 れないのは,メ ン

スのある女性が その入 口か ら出入す るためで,メ ンスを忌避す る宗教 的な慣習 に歩 ぎ

ない とのべて いる[TAKCAMN,1961:p.118]。

 ギ リヤクの半地下式住居の 出入 口が,か つてカムチ ャダールの場合 と同 じよ うに屋

根の煙 出 し穴 と同 じで あ ったか どうかの問題 は,ギ リヤ クの起源 と関連 して興 味深 い

問題であ るが,今 の ところ私 は判断 の材料を もたない。

 ② つ ぎに,林 蔵の言 う 「穴 居せ ざる者 の居家」 で あるが,こ れは シュレンクが

Ghineisische Winterjurte(中 国風 の冬季ユル タ),タ クサ ミがK穡KaCHO2 H�32MHOe

)KH測 田e(骨 組 のある地上住居)と 称 した もので,ギ リヤ ク語でchadryfと よ ばれて

いる。 タクサ ミは この型 が 「19世 紀後半および20世 紀初期,ギ リヤ クの間で最 も広 ま

っていた」 と書 いてい る[TAKCAMN,1961:P.120]。 そ して林蔵は この住居について

くわ しく報 告 した最初 の人 であ った。

 まず この住居の規 模であ るが,林 蔵 は 「大抵五六間四面乃至八間四面許(或 は縦 長

く横短 き者 あり)」 として いる。 つ ま り約10～10.8m平 方,あ るいは14m平 方 くら

いということであ るが,タ クサ ミは家族数に よって異な るとしなが らも0平 均 的には

長 さ10m,幅9mと の べてお り,林 蔵の報告 とほぼ一致す る。

 壁 積み については,林 蔵 は 「方木 を組み製 し」 と記 して,校 倉式に似 た丸太積 みの 『

図をつ けて いる。 しか し壁積 みの方法 には,タ クサ ミによる と,林 蔵の図示す る方法

のほか,6本(多 い ときには8～14本)の みぞつ きの柱を立てて,そ れに丸太を組み こ
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む方式が あった。 この方法 は短 い丸太を利用で きる点で有利であ るが,シ ュレンクも

ふれて いないので,19世 紀 後半,ロ シア式 建築法 の影響 によると考え られる。 ロシア

には,明 らかに この2つ の建築方法が現 存 してい る。丸太 と丸太 との間に苔 をつめる

よ うにな ったのは,タ クサ ミによれば,19世 紀末以後 ロ シア人の影響に よると言 うが,

シ ュレンクはすでに"Die Ritzen zwischen den Balken werden mit Moos vertopft"

(丸 太 のす きまは苔 でふさがれた)と 書 いて いるか ら,必 ず しも賛成 し難い[SCHRENCK,

1891:p,326]。 壁積 みが終 ると,外 側,と きには内側か ら干草 をまぜ た粘土を塗 った。

林蔵は 「冬月 に至 る時には四壁の表面土 を粘 して細隙の風を防 ぐ」 と書 いてい る。

 屋根 は2斜 面 につ くられた。梁 の上 に細丸太を敷 きな らべ,そ の上 に庇の方か ら棟

の方に干草 の束を順に重ね,そ の上 に何本かの丸太を しば りつけて,干 草が風で吹 き

とば されないよ うに押えつけた。 ときには干草の代わ りに トドマツの樹皮 を用い,そ

の上を干草 やア シでおお うこともあ った。林蔵が 「屋根は木皮 を以 て是 を覆 ひ,其 上

に覆ふに雑草 を以 てす。風の吹散 らん事 を恐 れて,縦 横 に木を伏せ,如 図」 と記 して

いるのは これにあたる。

 天 井はな く,天 井 の高 さほどのところに4本 ない し6本 の梁が縦 に走 って,入 口側

の壁 の三角部分(破 風)の 外側 に1～1.5mつ き 出て いた。 このつ き出た部分 は林蔵

の図 には示 されていない。

 入 口はふつ う東側破風 の下につ くられた。扉 は3～4枚 の割板でつ くられ,革 また

は金具で扉枠に とりつけ られた。また,春 の雪解 け水が流れ こまない ように,し きい

の部分 は高 くつ くられた。

 窓 はふつ う7つ,ま れに3つ の こともあった。窓の大 きさはわ りあい大 き く,タ ク

サ ミによると,1m平 方(シ ュレンクは3～4フ ィー ト平 方)と な っている。窓枠に

は柳か白樺 の細棒 を数本垂直 に立 てた り,十 文 字に組んだ りして淺をつ くり,こ れによ

く加工されたサヶの皮を張 った。紙 が少 ないか らで もあ ったが魚皮 の方 がず っと丈夫

で あった。林蔵 は 「障子は本邦の如 く格子 を製 し,魚 皮 を以 て是 を張 る」 と記 してい

る。魚皮 を張 った格子は,夏 の間 とり去 ることが多か った。林蔵 が 「家 の四方戸 口有

て明 りを とり,ま た出入す」 と記 しているのは,こ の窓を 「戸口」 に見 たてて のこと

と思われ る。林蔵 が旅行 したのは夏季 であ ったので,窓 を 「戸口」代 わ りに利用 して

いるのが観察 されたので あろ う。    0

 この型の住居には独特 の暖房設備があ った。 これは林蔵 の図に正確に示されて いる。
 0          かまど

屋 内には2つ の竈 があ った。竈 の高 さは板床 の高 さ と同 じで あったが,た だ しここで

は板で はな くて,石 と粘土で積 み上げ られた。竈 の正面に方形の焚 口があ り,そ の上
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図8 骨組のある地上住居チャドルィフ(『北夷分界余話』より)

図9 チ ャ ドルィフの内部(r北 夷分界余話』より)

に鋳鉄製の中国製大釜がかけられた。この釜は,犬 の食物を煮たり,熊 祭りのとき大

勢の来客のために食物をつ くったりするのに用い られた。ふだんの生活では,大 釜の

前の小鍋が利用された。
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図10チ ャ ドル ィ フ の 平 面 図[TAKCAMH,

   1969]よ り

   1.ほ ぞつきの柱 2.内 側の柱 3.扉

   4.窓 5.か まど 6.か まどの焚口 7.

   釜8.寝 床9.犬 用の台10.犬 用台の

   支柱 11.桁 を支え る柱  12,水 の容器

   13.家 財道具 14.煙 突

 竈から左右の壁沿いに煙道がつ く

られ,向 かって右の奥の隅で合流さ

れ,住 居の外に立てられた木製煙突

で排出された。林蔵はこの部分をつ

ぎのように表現 している。
   ウチ

 「家の裏躰四方に設けて其表面石

を畳て是を築き(他のタイプでは板床)

を,其 内を空虚にし(つ まり煙道にし

てあること),其 両端戸口の処に至る

側 と上面を穿て竈 となす。故に其炊

煙竈の外に出ずして悉く淋中を廻て
            オヨビ

家の四隅に達 して後家外に逮て筒木

(木製煙突)中 より発 し去りぬ」。

 実に,簡 にして要を得た記述であ

る。煙道の上は板床の代わ りに石と粘土で 「躰」が積み上げられ,そ れにむ しろが敷
               おんどる

かれた。 こう して朝鮮家屋 における温突 と同 じ原理 によって,寝 床の下は あたため ら

れ,林 蔵 の言 うように 「厳冬積雪の時 といへど も家 内温暖に して穴居せず といへ ども

可 な り」 であった。人 々は この寝床 の上で,足 を窓側 にして眠 った。 この部分の シー

ボル ト訳 は正 しくない。

 "LAngs den  wAnden sind eine Art  Banke angebracht
, d.h. eigentlich eine 

niedrige Steinmauer, die rund herum die Ruheplatze bildet. Der Raum in der 

Mitte ist frei.  DA, wo der Heerd steht, befindet sich oben im Dache zum 

Durchgang des Rauches  ein viereckiges Loch, doch hat man in manchen Woh-

nungen auch eine  ROhre, die durch das Dach den Rauch  fahrt,  and  dadiirch 

diese so warm macht, dass man  wohl  HOlenwohnungen entbehren  kOnnte."

[SIEBoLD, p.1201]。 以 上の うち,「 炉のあ る場所 の上方,屋 根 には煙 出し用の四角 な

穴が あるが,し か し多 くの住居に は屋根 を通 じて煙をみ ちび くもう1つ の導管が あ り,

そ のために屋内は穴 居を必要 と しないほ どあたたかい」の部分 には,石 と粘土で たた

まれた寝床 のことも,屋 外 に立て られた煙突 の こともふれ られていない。 ここには明

らか に,半 地下式 住居の炉 との混 同がみ られ る。ただ し林蔵の言 う 「其両端戸 口の処

に至 る側 と上面を穿て竈 となす」 の 「上面」がよ くわか らない。奥 の隅,左 右煙 道の

合流 す る場所はギ リヤ ク語でulk-zankh"高 い 隅"と よばれ,「 悪霊 が家中に入 るのを
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防ぐために」平たい大きな石がおかれた。あるいは 「至る側 と上面」 は,「 至る側の

上面」の誤記かも知れない。 満鉄弘報課編の口語訳 『東 紀行』では,「 火焔が全部

石畳の下を通って も家の中に姻が洩れずに隅に設けてある煙筒か ら室外に吐き出され

る装置になっている」となっている。林蔵が 「家の四隅に達 して後家外に逮て筒木中

より発 し去りぬ」と書いていることと比べると,明 らかな誤訳である。煙突は屋外に,

家から少 しはなれて立 っているのである。
            タナ

 屋 内 の土 間の中央 には 「閣を設 け,飲 食 の雑具其他 日用の 器械 は総て 此閣上 に 貯

ふ」 との林蔵 の記述が ある。タクサ ミによると,こ の棚の高 さは,欠 如 して いる天井

くらいで あ った。 しか し土間の中央につ くられた犬 を飼 うための長い板(ギ リヤ ク語

でkangyl)の こ とは,シ ュ レンクやタクサ ミ,ク レイノヴ ィチ らによってふれ られ

ているが,林 蔵は どうい うわけか言及 して いない。

 この型の住居は,ギ リヤクだけでな く,ウ リチ,ナ ナイ(ゴ ル ド),ネ ギ ダールな

どツングース系諸族 に も広 まっていた。 しか し,地 上式 であ り,窓 が多いので明るい

ことは明 るか ったが,そ の反面,冬 など寒風が吹 きこんでひど く寒か った。入 口につ

なが る廊 下の部分 がないことも寒 さの原因 とな った。煙道 の上の寝床だけが熱 く,必

ず しも快適 ではなか ったようである。

 シュ レンクは,こ の型の住 居がnach chineisischcm Muster erbaute Winterjurte

図11ケ ルィフの外観(『北夷分界余話』より)
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(中国 の模範に したがって建て られ た冬季ユル タ)と してお り,た しかに若干 の点で

満州 の中国人の家屋に似 ている ことも事実である。 しか し満州 の家屋 は,壁 の材 料 と

して干草 をまぜた粘土 塊や煉瓦が利用 された し,ま た寝所 と炊事場 は仕切 られていた。

イワノ ブは,こ の型の住 居が,古 来の現地的要素 と中国人か ら借用 した要素 との折衷

であ ると考 えてい る[HBAHoB,1951:p・77]。

 な お,シ ュ レンクは1戸 内に4家 族,全 部 で15～20人,シ ュテル ンベル グは1戸 内

に30～40人 が 同居 した とのべている。

 (3)林 蔵 の言 う 「其穴居す る者夏月居 る処の家」 は,シ ュレンク の 分 類 に よ れ ば

Sommerjurte,ギ リヤク語でkeryf(海 の家,海 岸 の家)と よばれている。 ギ リヤク

はふつ う春 の訪 れ とともに海岸 または河岸の夏季用住居 に移 った。 タクサ ミによると,

ギ リヤ クが冬 季用住居に住むのは10月 か らアムール河の解氷,つ ま り翌年の5月 まで

であって,そ れ以後 は夏季用に移 った[TAKcAMH,1961:p.102]。

 夏 季用住居には,地 上に じかに建 てる地上式 と杭 上に建て る高床式 とがあ った。林

蔵 によれば,夏 季用住居 は 「其製総 て同 じといへ ども,戸 口は一処のみ是を設 て外 に

出入す る処な く,窓 を屋上 に開いて透 明の処 となし,躰 は三方 に設 くといへど も石 を

以 てせず して板を用 ゆ。家 の中央に大な る炉 を製 して外 に竈 を設 けず」 とな ってい る。

この林蔵 の記述は明 らかに 「地上式 」の もので,内 部の構造 は,さ きにあげた半地下

式住居(林 蔵の言 う 「穴 居」)に よ く似て いた。 すなわち,地 上 に建て られ,屋 根が

図12 ヶル ィフの内部(『北夷分界余話』より)
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2斜 面 にな っている点は半地下式 とちが うが,

明 りとりと煙 出 しの役割をか ね る穴 が炉 の 真

上,屋 根 にあけ られている ことでは同様である。

屋根の穴 はギ リヤク語でtana-khytyと よ ばれ

た。建て方 はチャ ドル ィフに似て いる。

 (4)つ ぎ は林蔵の言 う 「倉庫」であ る。 これ

は シュレンクがVorrathshausと 称 し,ギ リヤ

ク語 でnyoと よ ばれ るが,規 模によ って 夏季

用住居 にも用 い られ る。林蔵 も,こ の建て方 を

図13夏 季 用 住居 ケル ィ フの平 面 図

   [TAKCAMH,1969}よ り

   1.板 床 2.炉 3.入 口

   4.縁 側

「又居家に同 じ」 とのべてい る。夏季用住居に用い られる場合,タ クサ ミはCpy6Hblfi

neTHHK Ha CBaflx(杭 上 の夏季用住居)と 称 している
。

 タ クサ ミに よると,住 居の場合,杭 としてふつ う直径20cm前 後 の丸太が1列 につ

き7～8本(2列 で その2倍)用 意され,地 上高1。2～1.4mに 固定 された。 この場

合,林 蔵がつたえ るよ うに 「山に行て木 を掘 りて根の殊に蔓延 し地上 に置て転倒せざ

る物 を撰 み,持 来て礎」 となす こともあ った。杭の場合 も木株 の場合 も,そ の上端切

口と桁 との間には,地 面の側にそ りかえった板 または白樺樹皮が敷かれた。 これはギ

リヤ ク語 でmgyvrと よ ばれ,ネ ズ ミが上にはい上 らないように した ものであ る。林

蔵は文章 には書 いて いないが,図 には明示 してい る。 このネズ ミ除 けの ことは,鷹 部

屋福平著 『北方圏の家』に も示 されていない。 しか しタクサ ミや クレイノヴ ィチ らの

著作には,ギ リヤ クの杭 上建物 の一特徴 として明示 されて いる。

 杭 上 また は木株上には長さ約13mの 桁 丸太 をおき,こ れに幅約7mに 床丸太 を敷

きな らべ た。その床の上に,両 縁か ら2m入 った ところに,7～8段 の丸太積み によ

る壁 をきついたが,林 蔵 の図で も7～8段 に示 されて いる。丸太積 みはだいたい6m

平 方,高 さは1.3mで あ った。

 この部分の シーボル ト訳 はつ ぎの通 り。"Ihrc Magazine sind auf dieselbe Weise

wie die HUtten gebaut, ausgenommen, daB sie auf abgehauenen Baumstammen

Uber der Erde crhaben stehen"[SIEBoLD, P.1201] 。 これによると,倉 庫は住居

HUtteと 同 じで あるが,ち が う点は木株の上に建て ることだ ,と い うよ うにとれ る。

しか しタクサ ミらの研究 に したが って林蔵 の記述 をよむ と,「 倉庫 の製又居家 に同 し」

で あって,両 者 とも木株 を利用 した ことが知 られ る。 タクサ ミは,夏 季用 の杭上住居

が,サ ハ リンおよびアムール河 口部のギ リヤクによってkeryfと よ ばれ,河 口か ら

はなれた上流部のギ リヤクは倉庫nyoと よ んで いることに注 目 し,も ともとは干魚
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図14 ギ リヤクの倉庫および杭上式住居の外観(r北 夷分界余話』より)

   支柱 と桁との間にあるネズミ除け板に注意

  図15倉 庫 お よ び杭 上 式 住 居 の構 造[TAKcAMII,1969]よ り

a.杭 または木株 b.ネ ズ ミ除け用 の薄板 また は白樺樹皮 c.桁 d.丸 太積み

e,支 柱 f,棟 木 g.、サル ヤナギの小丸太 h.端 末を曲げた小丸太
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を貯蔵 する倉庫で あった ものが,住 居 に も利用 され るよ うにな ったのであ ろう と考 え

ている[TAKCAMH,1961:P.141]。 とす る と,沖 縄 あた りの高 床式倉庫 も連想 され0

なかなか興味深い ものがある。少な くとも,ヤ クー トなど,シ ベ リア内陸部に こうし

た高床式建物は見あた らないよ うであ る。

 以上のほか,ギ リヤクの集落voに は,女 性がお産のときに移 り住ん£産小屋,熊

祭り用の熊を飼 うための濫,熊 祭りの祭具を保存するための小倉庫などの建物があっ

たが,こ こではくわ しく立ち入 らないこととする。

9.犬 の飼 養 につ い て

 シュ レンクは,ギ リヤ クの生活にお ける犬の圧倒的役割 を指摘 し,そ れが輸 送だ け

でな く,衣 服 に用 い られる毛皮,食 糧 と して も重要 であること,し か もアイヌをのぞ

いて,ア ムール河下流部 のいかなる民族 もギ リヤクのよ うに これを食用にする ものは

ないとのべてい る[ScHRENGK,1891:p.478]。

 林 蔵はギ リヤクの犬飼養 につ いて 「貧富の者 に論 な く家 々是を飼 さるものな し。 そ

の恵養の厚 き事又南 に倍せ り……」 と書いている。 シ0ボ ル ト訳では 「その恵養 の厚

き事……」以下 の文章が抜 けてい る。 しか しこの部分 は,ギ リヤ クの特徴 の1つ と し

て重要 か も知れない。 ク レイノヴィチは書いてい る。 「家のそばに杭 が立て られ,そ

れに犬 のつながれていないニヴ ヒ(ギ リヤ ク)の 住居は1つ もない。それは彼 らの生

活の不可分 の特徴であ る。 犬 な しのニヴ ヒは考 える こ と もで き な い」[KPE伽OBHq,

1973:p.155]。

 犬 は彼 らにとって冬 期における唯一の 輸送手段で あり(犬 櫨),薪 や干 魚な どの運

搬だけで な く,「 山猟 を助け」,タ タール(間 宮)海 峡では小舟 を引 くのに も利用 され

た。小舟は荷物の輸送だけでな く,網 を とりつけて漁携 に も用 い られた。犬は その小

舟 を水際の岸辺を走 りなが ら曳 くのであ る。林蔵 も犬 による舟曳 きの ことを図示 して

いる。

 林 蔵 は 『北蝦夷図説』(『北夷分界余話』)の 巻三二,サ ハ リン ・アイヌの記述 の とこ

ろで犬の ことを精細 に のべている。 シュレンクは,``Bei den Aino auf Sachalin

spielt der Hund im Allgemeinen g疣g dieselbe Rolle wie bei den Giljaken"(サ

ハ リンのアイ ヌにおいて も,犬 は一般 にギ リヤクにおけると同 じ役割を演 じて いる)

とのべている[ScHRENcK,1891:P.487]。 したが って,原 則 として林蔵の巻三二の

記述は,ギ リヤクにもあて はまる と考 え られる。林蔵 も 「その用 る所 は初島の所用に

異 ることな し」 とのべて いる。
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 ギ リヤクは犬が老衰で死ぬことを好まず,使 いものにな らなくなると,腹 いっぱい

食わせて殺 し,肉 は食用,皮 は衣服に用いた。ただ し林蔵によれば 「家狗の病みて死

するものは,只 其皮を取のみにして其肉を くらはず」であった。また 「児犬漸に長じ

て後,其 猜猛なる者を撰て家狗となし,其 儒弱にして用に堪ざるもの,或 は牝犬の小
                   くび

儒 に して乳せ しむべか らざるものは,悉 く経 り殺て其皮 を取 り,肉 を喰ふ」 た。林蔵

はつづいて,犬 の 「陰嚢 を破 りてその陰卵 を取去 る」方法 について くわ しくのべてい

る。

 ギ リヤ クにおいて,犬 は交換の対象 として も価値があ り,婚 資に用い られる小舟,

アザ ラシ皮,脂,銀,絹 などとも交換 された。犬概1台 には少 な くとも10頭 の犬 が必

要であ り,貧 しくてわず かな犬 しか もたない者 は他人か らこれを借 りた。 クレイノヴ

ィチによると,ギ リヤクの間で はかつて冬 期に犬概 の競争が行なわれた。 ときには長

距 離にわた り,サ ハ リンではチ ャイヴ ォか らヌ ィヴォまで65kmに 及 んだ とい う。

 犬 はまた,宗 教的な禁 忌を破 った場合,霊 に許 しを乞 う手段で もあ った。つま り自

分の持犬 を殺 して霊 をな ぐさめたのであ る。また人間 どう しで も,し きた りに反 した

場合には代償 と して犬を あたえた。

 ギ リヤクは,各 人が3頭 の聖 なる犬 を所有 していた。す なわち,山 と水の霊 および

火の主人に献げた犬で ある。熊祭 り用 の熊 を飼 う人は,こ の熊 に献 げた犬 を飼 った。

これ らの犬 には,そ れぞれ山,水,火,熊 の霊 に献げた供物の残 りが あたえ られた。

林蔵が 「一 家の内男女の論 な し,各 犬 を養 い,是 は家翁の犬,彼 は老娼の狗,嫡 子の
     イヌ

整,二 男のiな ど称 して各三頭五頭 を養 ふ。故 に0家 の養ふ処 といへども其 数許多な

り」 と書いてい るのは これにあたる。

 ク レイノヴ ィチの研究 によると,ギ リヤ クの伝承で は,最 初の犬は天か ら降 って き

た とも,死 後別の世界 に生 きつづ けるとも言 われてい る。また,犬 は太陽や月に も住

み,人 間の死後,人 間の霊 は犬 の体内に移 るとも考 え られた。子ど もの乳歯は犬にあ

たえ られ,犬 の頭蓋骨 は,家 を守 り,そ の住人 をあ らゆ る災難 か ら守るもの として,

家 の入 口の上の屋上においた 「KPEHHOBH9,1973:PP・155-159]。

 林蔵 は 「大犬,小 犬に限 らず,撫 育の懇 至な ること枚挙すべか らず。実に小児 を養

育す るが如 し……」 と書いている。 (未完)
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